
 

 

Ⅰ 事業の概要（地域の実情含む） 

（１）防災教育・訓練手法等の開発・普及 

   東日本大震災の教訓を踏まえた避難訓練を行い、

生徒が自然災害に対して、自他の命を守り抜くた

めに、危険を予測・回避する力や「主体的に行動

する態度」の育成を図る。 

（２）災害ボランティア体験活動の推進・支援 

   ボランティア活動を通じて災害を肌で感じ、深

く考える機会をつくり、岩手の高校生として何が

できるかを考え、自ら行動できる生徒を育てる。 

 

Ⅱ 取組の概要 

（１）防災教育・訓練手法等の開発・普及 

  ア 盛岡市シェイクアウト 

  【期日】 ９月１日（木）「防災の日」 

  【参加者】全校生徒・教職員 

  【内容】 地震時における自らの身を守るための

一斉訓練 

    

  

 

 

 

 

   

 

   

 イ 実践的防火避難訓練  

【期日】 １０月１７日（月） 

  【参加者】全校生徒・教職員 

  【内容】 地震後の火災を想定した消化扉のくく

り戸を使用した避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 救急法講習会 

【期日】 ３月６日（月） 

  【参加者】１学年全生徒 

  【内容】 ＡＥＤを用いた心肺蘇生法の習得 

 

（２）災害ボランティア体験活動の推進・支援 

ア 台風１０号災害ボランティア活動（岩泉町） 

【期日】 １０月２３日（日） 

  【参加者】華道部・茶道部１６名、引率１名 

  【内容】 公民館の清掃や生け花等の交流活動 

 

 

 

 

 

  

   

  

イ 震災復興ボランティア活動（陸前高田市） 

【期日】 １１月４日（金） 

  【参加者】１学年全生徒、引率１０名 

  【内容】 被災地視察や仮設住宅周辺の除草作業 

 

 

  

  

 

 

 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

（１）成果 

  防災教育や災害ボランティア体験活動を通じて、

生徒を安全に避難誘導する体制の確立を図るとと

もに生徒自身に自らの命を守り抜くための行動や

共助の精神を涵養することができた。 

（２）課題 

  本年度の取組を単年度で終わらせることなく、全

職員が防災教育への共通認識を深めながら、継続的

かつ組織的な指導を行っていかなければならない。 

＜資料＞１学年震災復興学習の感想文 

防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業成果報告書 
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 被災地である陸前高田市を訪れ、ガイドの方のお話

を聞く機会を得て、当時の地震発生時の状況を実感す

ることができました。2011年3月 11日の地震により、

陸前高田市では 1760 名もの命が失われ、未だに 205

名の方が行方不明です。東日本全体でも 2650名を超え

る方が行方不明であると伺い驚きました。実際に被災

地の視察をして、津波が建物などに与える破壊力や、

津波の高さがよくわかりました。そして犠牲者と行方

不明者の数の多さから、改めて津波の恐ろしさを痛感

しました。盛岡は海に面しておらず、また震災から約

5 年半が経過してその記憶も風化しつつありますが、

災害はいつ発生するかわかりません。私たちは自分の

命は自分で守るという「津波てんでんこ」という言葉

を大切にし、避難方法や避難場所を把握しておく必要

があると思います。災害による被害を繰り返さないた

めにも、一人ひとりの意識を高め、語り継ぐことが大

切だと感じました。         （Ａ組生徒） 

 

私は、今回の防災安全教育で震災について学ぶこと

ができました。東日本大震災について、内陸の状況し

か把握していませんでしたが、陸前高田に行ってはじ

めて海岸部の震災の状況を聞くことができました。そ

れまでは第18波まで津波が続いていたことや、押し波

や引き波があったことを全く知りませんでした。避難

場所で配給のときに家が残っている人は何も貰えず、

酷い言葉を言われた話など、内陸で生活していたから

分からないことや、実際に被災した人だから言えるよ

うな話も聞けました。被災地では安全だと思っていた

避難場所が津波にのみ込まれてしまったり、そのせい

で家族や友人が亡くなってしまったり、普段から海を

見たり、過去の津波が小さかったことで油断したせい

で逃げなかったりという話を聞いて、どんなに小さな

災害でも、しっかり逃げることや、普段からの準備が

必要だと思いました。この経験を生かせるように災害

について考えていきたいと思います。  （Ｂ組生徒） 

 

 今日、陸前高田市に赴き、改めて津波の恐ろしさを

実感しました。昨年の同じ頃に陸前高田市を訪れた際

にも実感していましたが、1 年経っても目に見える変

化がないことに本当に驚きました。被災地ガイドの方

のお話は、ニュースや新聞で報道されていることより

も重みがあり、実際に体験した人の話・言葉は、どん

な報道よりも東日本大震災の被害を知ることができる

と思いました。ガイドの中で、バスから降り、3月11

日に起こった津波の高さを看板や建物で示されている

マークを見ると、やはり私はまだまだ津波の恐ろしさ

を分かっていなかったのだと思いました。もし、あの

時私がこの場所にいたら、あのマークよりも低い建物

に逃げて津波にのみ込まれてしまっていたと思いま

す。岩手県民として、風化させないという強い思いを

持っていきたいと思いました。    （Ｃ組生徒） 

 

 震災から5年以上の月日が経っても、まだ沿岸は工

事のトラックが行き交っています。陸前高田ガイドの

方のお話から感じたことは、押し寄せる波より戻って

いく引き波がいかに恐ろしいかということです。海へ

戻ろうとする波は、すべての物を海の中へと飲み込ん

でいきます。引き波の力で建物に突き刺さった松を目

にし、多くの建物がこうして破壊され、人も襲われた

ことを思うと恐ろしくなりました。津波による甚大な

被害を受けた高田は、まだまだ建築物は少なく、ゆっ

くりと復興の歩みを進めています。資料館で見た写真

のような高田の街並が再び戻ることを心から願ってい

ます。私たちは、午前の見学を終え午後には高台へ移

動し、仮設住宅周辺の草取り作業を行いました。数時

間でしたが、少しでも高田の方々の役に立ちたいとい

う思いで1学年全員と先生方で手分けして草取り作業

に汗を流しました。現地のリーダーの方から、「あな

た方がやった仕事を次のボランティアが受け継ぐこと

で支援の輪がつながる」と教えていただいたことが心

に残っています。少しでも多くの人が支援に関わり被

災地の現状を心に留めてほしいです。 （Ｄ組生徒） 

 

私は、自身も被災した身であるので、今回の話を聞

いて、共感できるところが多くありました。昔の町並

みや地域コミュニティがなくなったことの寂しさや、

それが写真や記憶の中にしか残っていないことの悲し

さなどが、言葉に表されてなくともよく伝わってきま

した。さらに、そこでは、被災地の土の固さや空気の

感じが私の故郷ともよく似ていました。被害を受けた

場所が違っていても故郷への思いは同じなのかなとも

思いました。今回は陸前高田の震災当時の映像も見せ

ていただきました。海から防潮堤を乗り越えてくる波

であるとか、建物を壊しながら町を飲み込んでいく波

を見て私が実際に見た光景と重なって見えました。正

直なところ見ていることが辛かったけれど、被害の規

模は私の故郷よりも大きくて復興にはなお時間がかか

るだろうなと思いました。時間がかかったとしても

日々一歩一歩前進、そして、復興していって欲しいと

思いました。            （Ｅ組生徒） 


